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研究成果概要 
	 本年度も、昨年度に引き続き、CRC内で将来計画を議論するための場として、CRC将来計

画タウンミーティングを開催した。本年度の CRC実行委、および将来計画検討小委により策

定された方針では、今後の２年間で３回のタウンミーティングを開催し、１回目では、マル

チメッセンジャーをキーワードとした隣接分野とも連携した多粒子観測の将来計画、２回目

では地下実験の将来計画として、分野をまたがって暗黒物質探索、二重ベータ崩壊探索実験

の将来計画、３回目は特に萌芽的研究を広く公募した議論を行う、という事になった。これ

を受けて、今年度の CRC将来計画研究会は、まず第一回目のマルチメッセンジャーを主眼に

2017年 3月 24日（金）、25日（土）の両日に柏キャンパスメディアホールで開催された。

出席者は約７０名であった。トピックスは「突発的天体現象のマルチメッセンジャー観測」

「銀河系内 PeVatronのマルチメッセンジャー

観測」「ダークマター探索のマルチメッセンジャ

ーアプローチ」の３種とし、レビュー講演も含め

講演題目・講演者は基本的に将来計画検討小委が

策定する形式としたが、幾つか CRC会員からの講

演も公募して加えた。PeVatron探索のテーマで

は、ALPACA計画と関連の深い HAWC-South関

係者の外国人研究者を招き、英語でのセッション

とした。 
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